
令和６年１０月５日

江東区立南砂中学校

学校説明会資料

１．教育目標

予測不能な時代を生き抜くための主体性を身につけさせ、持続可能な社会の創り手を育成する。

『創造力に富む人』 『自らを鍛える人』 『心の豊かな人』

２．主な年間行事 （令６年度）

校外学習 １年 １月２４日（金）

２年 １１月２６日（火）

３年 ３月 ６日（木）

宿泊行事 ３年 修学旅行 ９月２８日（土）～３０日（月）

２年 移動教室 ９月１７日（月）～１９日（水）

運動会 ５月２５日（土） 予備日５月２８日（火）

道徳地区公開講座 １１月２２日（金）

セーフティ教室 ６月２８日（金）

文化祭 １０月１９日（土）

学校公開日 ５月２９日（水）～３１日（金）

１０月 ３日（木）～ ５日（土）

１月１７日（金）

定期考査 夏季定期考査 ６月１０日（月）～１１日（火）

秋季定期考査 ９月１３日（金）～１８日（水）

冬季定期考査 １１月１４日（木）～１８日（月）

学年末考査 ２月２５日（火）～２７日（木）

三者面談 全学年 ７月 ８日（月）～１６日（火）

１２月 ５日（木）～１２日（木）

３年のみ １０月３０日（水）～１１月７日（木）

卒業式 ３月１９日（水）

３．授業時数

教 科 等 １年 ２年 ３年

国 語 140(4) 140(4) 105(3) ※１年生の 木曜日の６校時について

社 会 105(3) 105(3) 140(4) １１月～３月は

数 学 140(4) 105(3) 140(4) 総合的な学習の時間になります。

理 科 105(3) 140(4) 140(4)
音 楽 45(1.3) 35(1) 35(1)
美 術 45(1.3) 35(1) 35(1)
保健体育 105(3) 105(3) 105(3)
技術･家庭 70(2) 70(2) 35(1)
外 国 語 140(4) 140(4) 140(4)
道 徳 35(1) 35(1) 35(1)
特別活動 35(1) 35(1) 35(1)

総合的な学習の時間 50(1.4) 70(2) 70(2)
（ ）は週あたりの時数。



４．時程

週 時 程 表（５０分授業）

項 目 時 程 月 火 水 木 金

出欠確認 8:20

職員打合わせ 8:20 ～ 8:30

朝学習 8:20 ～ 8:30 朝会 ○ ○ ○ ○

学級の時間 8:30 ～ 8:35 (月2回

程度)

１校時 8:40 ～ 9:30 学 活 ○ 道 徳 ○ ○

２校時 9:40 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ ○

３校時 10:40 ～ 11:30 ○ ○ ○ ○ ○

４校時 11:40 ～ 12:30 ○ ○ ○ ○ ○

給 食 12:30 ～ 13:00

昼休み 13:00 ～ 13:20

予 鈴 13:20

読書の時間 13:25 ～ 13:35

５校時 13:40 ～ 14:30 ○ ○ ○ ○ ○

(13:25) (14:15)

６校時 14:40 ～ 15:30 ○ ○ × ○ 総 合

(14:25) (15:15)

学級の時間 15:30 ～ 15:40 ◇５時間授業の日 14:30～14:40

(15:15) (15:25) (14:15～14:25)

清 掃 15:40 ～ 15:55 14:40～14:55

(15:25) (15:40) (14:25～14:40)

一般生徒下校 16:00 (15:45) 15:00(14:45)

( )は読書なしの時程

◎１単位時間は５０分とする。

（学校行事の準備等を実施するときは、４５分授業で行う場合もある）

◎最終下校は、（３～１０月）１８：３０、（１１～２月）１８：００とする。

５．学力向上

・数学は２～３分割して少人数授業を行います。

・水曜日等の放課後を使い、全学年を対象とした放課後学習教室を実施しています。また、定期

考査前にも一週間開催します。（希望者申込制）

・夏季休業中に補充教室を開き、１、２年生は家庭学習の支援、３年生は知識の復習を行います。

・月曜日～金曜日の朝の時間を使い、10 分間の朝学習を行います。各種検定に関しての取り組
みも行います。

・新聞記事を読み、社会の課題を設定する力を養います。

・各教科、南中探究タイム（総合）で話す材料を集め、話す力をつける活動を行います。

・日本の伝統文化（着付け体験、茶道体験、ふろしき体験、百人一首）を学び、自国や地域を誇

りに持って自らの表現に生かし、他者に話せる力、他国の文化や多様性を尊重できる力をつける

体験を行います。

・定期考査については２週間前から自ら学習計画を立て、家庭学習に臨みます。家庭学習の様子

を保護者と計画表を通して共有します。また、メディアコントロール期間を設定し、心身の健康

を図ります。

・全校生徒が年に１度以上検定に取り組みます。



６．通知表

・前・後期制に合わせ、ご家庭への成績や生徒の様子の通知を下の表のようにおこないます。

・各回ごとに必要な通知をプリントで配布し、ファイルに綴じ込んでいく方式です。

内 容 前期終業式 冬季休業日前 修了式

評定 ○ ○

１ 観点別評価 ○ ○

・ 特別活動の記録 ○ ○

２ 出欠の記録 ○ ○

年 所見 ○ ○

総合的な学習の時間 ○ ○

評定 ○ ☆ ※○

観点別評価 ○ ※○

３ 特別活動の記録 ○ ※○

年 出欠の記録 ○ ※○

所見 ○ ※○

総合的な学習の時間 ○ ※○

（☆３年は進路指導用に評定のみ通知します。※３年の最終回は、卒業式前に通知します）

７．評価基準

観点別学習状況の評価 達成率

十分満足されると判断されるもの Ａ
８０％

おおむね満足されると判断されるもの Ｂ
５０％

努力を要すると判断されるもの Ｃ

評 定 達成率

十分満足されると判断されるもののうち，特に程度の高いもの ５
９０％

十分満足されると判断されるもの ４
８０％

おおむね満足されると判断されるもの ３
５０％

努力を要すると判断されるもの ２
２０％

一層努力を要すると判断されるもの １

８．総合的な学習の時間

・持続可能な社会づくりに関わる課題を自ら見出せるようになる。

1. 多様性（いろいろある） 2. 相互性（関わりあっている） 3. 有限性（限りがある）
4. 公平性（一人一人大切に） 5. 連携性（力合わせて） 6. 責任制（責任を持って）

・持続可能な社会づくりのための課題解決に必要な「能力・態度」を身につける。

1. 批判的に考える力 2. 未来像を予測して計画を立てる力 3. 多面的・総合的に考える力
4. コミュニケーションを行う力 5. 他者と協力する力 6. つながりを尊重する態度
7. 進んで参加する態度

・全学年『自ら考え、積極的に学び行動できる人（SDGs 3,4,10,11,16,17）』
・１学年『自己理解を深め、地域との関わりや日本の文化を探究する。（SDGs 6,13,14）』
・２学年『地球環境についての課題解決や生き方を探究する。（SDGs 7,8,12,15）』
・３学年『世界のつながりや自分を活かす場を探求し、進路を決める。（SDGs 1,2,5,9,13）』

＜独自の取り組み＞

・縦割りでの勉強会、話し合い活動 ・伝統文化体験（ふろしき、着付け、茶道、百人一首）

・近隣の保幼小などとの連携授業 ・教科等横断授業（カリキュラム・マネジメント）

・避難所を想定した防災訓練 ・弁当の日 ・観劇 ・人権講話 ・ビジネスマナー研修



９．昨年度進路状況

令和５年度進路状況 ６年３月

都立高校 私立高校 その他 計

１５名 ２０名 ４名 ３９名

全日制 １２ 全日制 １１ 国立１，夜間中１

定時制 ３ 通信制 ９ 特支１，専修学校１

高等学校合格状況（過去５年間）

＜国立＞

東京工業大学附属科学技術高等学校、広島商船高等専門学校

＜都立・公立＞

戸山・駒場・新宿・小松川・文京・城東・深川・墨田川・上野・東・紅葉川・忍岡

・飛鳥・板橋・日本橋・晴海総合・つばさ総合・王子総合・葛飾総合・科学技術・

蔵前工科・墨田工科・芝商業・第三商業・江東商業・橘・農芸・農産・園芸・蒲田

・大島海洋国際・足立東・八潮・大江戸・浅草・工芸・六本木・産業技術高専・

福井県丸岡 など

＜私立＞

慶應義塾・市川学園・広尾学園・中大杉並・安田学園・順天・宝仙理数インター・

駒込・広尾学園小石川・東洋・錦城学園・桜丘・保善・京華・関東第一・正則・

二松学舎大学付属・日大桜ヶ丘・昭和第一・品川エトワール・東海大学浦安・修徳

・東京学館浦安・上野学園・岩倉・創価・足立学園・専修大付属・関東国際・中村

・武蔵野大千代田・潤徳女子・神田女学園・東京女子学園・東洋女子・共栄学園・

目白研心・武蔵野・中央学院大中央・加茂暁星・東京文理・大原学園・飛鳥未来・

N高・日本航空学園・鹿島学園・わせがく・クラーク記念国際・代々木 など


